
データに関わる人たちのすれちがい
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手法を作る人たち
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データマイニング
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データ
マイニング

機械学習(人工知能)
有効性(Effectiveness)

統 計
正当性(Validity)

データベース
効率性(Efficiency)
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みんな大切！ バランスよく！
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手法を作る人たちと使う人たち
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作る人たち 使う人たち

データ分析手法
�U�T�˜�M�M

データ自体
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得られる結果と得たい結果
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KDDプロセス
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適用の正しさと結果の良さが折り合う立場を探る

�q�î�t�x�|�¶�Ê�s�,�%�%�Ó�é�·�µ�w�‘�O�t�|�&�;�w
Y�`�^�q�A�L�w�‘�^�U
‚�“�ù�O�‘�O�t�|�M�–

�M�–�s	��O�•�Þ�Ã�ç�›
Ê�ˆ�ù�˜�d�m�m�¼�æ�h�¡� �̀o�A�L�›�‹�X�}�Ã�”�»
ü
s�›�Ò�å�¿�«�Ø�¿�«

�µ�q�ß�Q�o�|�Ã�”�»�›�Ö�•�”�i�Z�p�x�A�L�x�p�s�M�}



よりうまくデータが分析されるには

7

作る人たち 使う人たち

データ分析手法
�U�T�˜�M�M

データ自体
�U�T�˜�M�M
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さいごに
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データ分析手法を作る人たちの間で
分析手法を作る人たちと使う人たちの間で

うまくバランスをとって
データを生かさなくてはいけない

そのために何をすればよい？


